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米国連邦政府における電子的政府情報
の管理・保存・公開をめぐる現状と課題：

制度・政策的側面を中心に

2222

本日の内容本日の内容

問題関心と研究手法問題関心と研究手法

具体的な電子政府情報の管理・保存・アクセス具体的な電子政府情報の管理・保存・アクセス
のシステムのシステム

見出された課題見出された課題

まとめと今後の予定まとめと今後の予定
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問題関心と研究手法問題関心と研究手法
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「政府の情報公開」を実体面から！「政府の情報公開」を実体面から！

モデルとしての米国連邦政府の体制モデルとしての米国連邦政府の体制

–– 政府印刷局（政府印刷局（GPOGPO）が管轄する連邦政府刊行物）が管轄する連邦政府刊行物
寄託図書館制度（寄託図書館制度（FDLPFDLP））

–– 国立公文書館・記録管理庁（国立公文書館・記録管理庁（NARANARA）における記）における記

録管理・アーカイブズ活動録管理・アーカイブズ活動

↓↓

電子化による影響電子化による影響

–– 政府情報自体の変化政府情報自体の変化

–– 求められる役割の変化求められる役割の変化

–– 組織としての変化組織としての変化
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政策面の考察政策面の考察

制度は「動的環境」の中にある制度は「動的環境」の中にある

–– 技術も制度・政策が左右技術も制度・政策が左右

利害関係者（ステークホルダー）の存在、利利害関係者（ステークホルダー）の存在、利
害調整のしくみ害調整のしくみ

–– 政府機関どうしの連携と競合政府機関どうしの連携と競合
議会による意思決定議会による意思決定 vsvs 「三権分立」「三権分立」

–– 政府の外部にある諸団体との関係政府の外部にある諸団体との関係
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研究手法研究手法
20092009年年99月末～月末～1010月はじめに下記機関を訪月はじめに下記機関を訪
問問
–– 国立公文書館・記録管理庁（国立公文書館・記録管理庁（NARANARA））

–– 政府印刷局（政府印刷局（GPOGPO））

–– 議会図書館（議会図書館（LCLC））

–– 総合役務庁（総合役務庁（GSAGSA））
連邦政府ポータルサイト（連邦政府ポータルサイト（USA.govUSA.gov）を運営）を運営

–– メリーランド大学情報学カレッジメリーランド大学情報学カレッジ
John Carlo John Carlo BertotBertot教授、教授、Paul T. JaegerPaul T. Jaeger助教助教

–– アメリカ図書館協会（アメリカ図書館協会（ALAALA）ワシントン事務所）ワシントン事務所

–– OpenTheGovernment.netOpenTheGovernment.net （（NPONPO連合）連合）
Patrice McDermottPatrice McDermott代表代表

7777

関連発表・論考関連発表・論考

「設立「設立7575周年の米国国周年の米国国
立公文書館（立公文書館（NARANARA）：そ）：そ
の展示と最近の活動をの展示と最近の活動を
めぐって」第めぐって」第129129回記録回記録
管理学会例会発表資料管理学会例会発表資料
（（20092009年年1212月月1919日）日）
–– http://hdl.handle.net/243http://hdl.handle.net/243

3/895083/89508
「設立「設立7575周年の米国国周年の米国国
立公文書館を訪れて：展立公文書館を訪れて：展
示の模様を中心に（学術示の模様を中心に（学術
エッセイ）」エッセイ）」 レコード・マネレコード・マネ
ジメントジメント. No. 58, . No. 58, 掲載予掲載予
定定..
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具体的な情報管理・保存・アク具体的な情報管理・保存・アク
セスのシステムセスのシステム
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NARANARAのシステム：のシステム：ERAERA
http://http://www.archives.govwww.archives.gov/era//era/
電子的記録（公文書）を管理・保存・検索するための電子的記録（公文書）を管理・保存・検索するための
システムシステム

XMLXMLをベースとし、ハードやソフトの変更に左右されをベースとし、ハードやソフトの変更に左右され

ない公文書作成・管理・保存を目指すない公文書作成・管理・保存を目指す

未だ試験段階未だ試験段階
–– 2008.62008.6 44つの政府機関がつの政府機関がpilotpilotとして参加として参加

–– 2009.12009.1 G.W.G.W.ブッシュ期ホワイトハウスの公文書につきブッシュ期ホワイトハウスの公文書につき

検索・保存システム構築に着手検索・保存システム構築に着手

–– 当面の予定：当面の予定：pilotpilot参加機関拡大、一般国民向けの検索シ参加機関拡大、一般国民向けの検索シ

ステムの公開ステムの公開

10101010

ERAERAのしくみのしくみ（（NARANARA提供資料より）提供資料より）
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GPOGPOのシステム：のシステム：FDSysFDSys
http://http://www.gpo.gov/fdsyswww.gpo.gov/fdsys//

「電子化された政府刊行物」にアクセスするた「電子化された政府刊行物」にアクセスするた
めのサイトめのサイト

出版、検索、保存、「版管理」のためのシステ出版、検索、保存、「版管理」のためのシステ
ムム

20092009年年11月より月よりββ版運用（公開）開始版運用（公開）開始

““GPO AccessGPO Access””（（19941994年年66月～）の後継サイト月～）の後継サイト
–– 20102010年中に年中にFDSysFDSysへ完全移行予定へ完全移行予定

12121212

FDsysFDsysのトップページのトップページ
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見出された課題見出された課題

1.政府機関同士（プラス関連機関）の

連携ないし対立

2.各種の法規定・ガイドラインをめぐって

3.政府からの情報発信の多様化と、それへの対応

14141414

課題課題(1)(1)：政府機関同士（プラス：政府機関同士（プラス

関連機関）の連携ないし対立関連機関）の連携ないし対立

15151515

NARANARAととGPOGPOとの関係との関係
20032003年年88月の協定月の協定

http://http://www.gpoaccess.gov/about/naramemofinal.pdfwww.gpoaccess.gov/about/naramemofinal.pdf
–– NARANARA：：GPOGPOが管轄する「電子的刊行物」保存に関する法が管轄する「電子的刊行物」保存に関する法
的責任的責任

–– GPOGPO：「電子的刊行物」に関する物理的な所有、「永続的ア：「電子的刊行物」に関する物理的な所有、「永続的ア
クセス保障」への責任クセス保障」への責任

前提としての前提としてのNARANARAの「の「提携アーカイブズ（提携アーカイブズ（Affiliated Affiliated 
ArchivesArchives））」規定」規定
–– NARA Directive 1501NARA Directive 1501（（20032003年年22月月2828日）で規定日）で規定

http://www.archives.gov/recordshttp://www.archives.gov/records--mgmt/initiatives/custody.htmlmgmt/initiatives/custody.html
–– 法的な管理権限は法的な管理権限はNARANARAにあるが、物理的所有は「提携にあるが、物理的所有は「提携
アーカイブズ」のほうにアーカイブズ」のほうに

–– GPOGPO以外には、米国海洋大気局（以外には、米国海洋大気局（NOAANOAA）の気象データ・）の気象データ・
アーカイブズが対象アーカイブズが対象

16161616

政府ウェブサイトの保存をめぐって政府ウェブサイトの保存をめぐって

NARANARAによる「スナップショット保存」はによる「スナップショット保存」は20082008年年
に一部を除き中止に一部を除き中止
–– 理由のひとつに「「活動の証拠としての記録を保理由のひとつに「「活動の証拠としての記録を保
存する」という存する」というNARANARAの基本ルールにはそぐわなの基本ルールにはそぐわな
い」い」

→→ LCLC、、GPOGPOなどが共同プロジェクトとして政府などが共同プロジェクトとして政府
系ウェブサイトの保存活動を計画系ウェブサイトの保存活動を計画

（参照：松崎（参照：松崎, 2009, 2009））

–– 参考：米国労働省のウェブ・アーカイブ参考：米国労働省のウェブ・アーカイブ

http://www.dol.gov/oasam/library/digitalhttp://www.dol.gov/oasam/library/digital--
archive.htmarchive.htm
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政府ウェブサイトの保存をめぐって政府ウェブサイトの保存をめぐって
（続き）（続き）

「ウェブ・アーカイブ」をめぐる考え方の違「ウェブ・アーカイブ」をめぐる考え方の違
いい

–– 「業務の証拠」を残す「業務の証拠」を残す vsvs 「出版されたもの「出版されたもの

ならすべて残す」ならすべて残す」

–– 「ウェブ・アーカイブ」でもすべては残せない「ウェブ・アーカイブ」でもすべては残せない
→図書館的「コレクション構築」？→図書館的「コレクション構築」？

文書館的「評価選別」？文書館的「評価選別」？

18181818

指揮系統の違い指揮系統の違い

GPOGPO、、LCLCは議会傘下は議会傘下

NARANARAは独立政府機関だが行政府に近いは独立政府機関だが行政府に近い

NARANARA、、GPOGPOとも司法府の情報はカバーしきとも司法府の情報はカバーしき

れていないれていない

19191919

「政府の外部とのネットワーク」をめ「政府の外部とのネットワーク」をめ
ぐってぐって

GPOGPO・・FDLPFDLPは「政府機関－非政府機関（各は「政府機関－非政府機関（各

種図書館）」のネットワークを古くから構築種図書館）」のネットワークを古くから構築

→電子情報についてもネットワーク→電子情報についてもネットワーク
（（PartnershipPartnership）ベースで管理・保存・アクセス）ベースで管理・保存・アクセス

体制を構築体制を構築

20202020

例：例：CyberCemeteryCyberCemetery（ノーステキサス大学図書館）（ノーステキサス大学図書館）

廃止された政府機関や委員会等のウェブサイトを保廃止された政府機関や委員会等のウェブサイトを保
存・公開存・公開 http://http://govinfo.library.unt.edugovinfo.library.unt.edu//
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「政府の外部とのネットワーク」をめ「政府の外部とのネットワーク」をめ
ぐって（続き）ぐって（続き）

NARANARAの「提携アーカイブズ」は？の「提携アーカイブズ」は？

Internet ArchiveInternet Archive（（NPONPO）との関係は？）との関係は？
http://http://www.archive.orgwww.archive.org//
–– NARANARAによるスナップショット保存はここと提携によるスナップショット保存はここと提携

–– その後のその後のLCLC、、GPOGPOなどとの「ウェブ・アーカイブ」などとの「ウェブ・アーカイブ」

プロジェクト計画にも関与プロジェクト計画にも関与

22222222

Federal Web HarvestsFederal Web Harvests
NARANARAととInternet ArchiveInternet Archiveとの提携との提携

– http://webharvest.gov/collections/

23232323

各種の法規定・ガイドラインを各種の法規定・ガイドラインを
めぐってめぐって

24242424

「出版物」の定義の違い「出版物」の定義の違い

合衆国法規合衆国法規4444編（編（U.S. Code Title 44U.S. Code Title 44）：）：
FDLPFDLPの対象としての「出版物」を規定の対象としての「出版物」を規定

OBM CircularOBM Circular（行政管理・予算局の通達）（行政管理・予算局の通達）AA--
130130：行政として生成・管理し統制する（効率：行政として生成・管理し統制する（効率
的かつ効果的な情報提供のために）「情報提的かつ効果的な情報提供のために）「情報提
供対象物」を規定供対象物」を規定

GPOGPOスタッフ談「ウェブ上のパワーポイント資スタッフ談「ウェブ上のパワーポイント資
料は、後者には該当するが前者には該当し料は、後者には該当するが前者には該当し
にくい」にくい」
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NARANARAの「「ウェブ記録管理」のガイドの「「ウェブ記録管理」のガイド
ライン（ライン（20052005年）」の実情年）」の実情

「「活動の証拠としての記録を保存する」という「「活動の証拠としての記録を保存する」という
NARANARAの基本ルール」（前述）を、「ウェブ記録」に対の基本ルール」（前述）を、「ウェブ記録」に対

して適用して適用

ここでの「ウェブ記録」＝「公開されたウェブ情報」及ここでの「ウェブ記録」＝「公開されたウェブ情報」及
び「それを管理するための記録」び「それを管理するための記録」

ガイドライン運用は？：ガイドライン運用は？：NARANARAから各政府機関へのから各政府機関への

連絡・指導を継続中連絡・指導を継続中

http://www.archives.gov/recordshttp://www.archives.gov/records--
mgmt/policy/managingmgmt/policy/managing--webweb--records.htmlrecords.html
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「電子政府法」をめぐって「電子政府法」をめぐって
McDermottMcDermott（（20072007）の分析・批判）の分析・批判

法案提出（法案提出（20012001年年55月）→法制定（月）→法制定（20022002年年1212月）の審月）の審

議過程において、情報の保存・組織化に関する、実効議過程において、情報の保存・組織化に関する、実効
性を伴った規定が欠落してしまう性を伴った規定が欠落してしまう

–– 情報の作成・管理・保存のための、オープンな標準およ情報の作成・管理・保存のための、オープンな標準およ
びフォーマットの採用びフォーマットの採用

–– 情報発信の際の「登録簿」の設置と運用情報発信の際の「登録簿」の設置と運用

–– 特定の情報を検索・確認するための「識別子特定の情報を検索・確認するための「識別子
（（identifieridentifier）」の設置）」の設置

–– 情報の管理・保存・公開にかかわる、国民一般からの情報の管理・保存・公開にかかわる、国民一般からの
意見の聴取手続き意見の聴取手続き

などなど
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政府からの情報発信の多様化政府からの情報発信の多様化
と、それへの対応と、それへの対応

28282828

新たなフォーマットやシステム新たなフォーマットやシステム

出版物とも記録とも言い難いもの？出版物とも記録とも言い難いもの？ 保存体保存体
制はどうか？制はどうか？

–– 動画：動画：YouTubeYouTube上のものなど上のものなど

–– TwitterTwitterでの「つぶやき」での「つぶやき」

オバマ大統領のものはオバマ大統領のものはNARANARAの保存対象にの保存対象に

–– 研究・調査データ：研究・調査データ：Data.govData.gov（（20092009年年55月～）月～）

「政府による研究・調査データのウェブ上での提供」は「政府による研究・調査データのウェブ上での提供」は
英、豪、ニュージーランドなどでも着手英、豪、ニュージーランドなどでも着手
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Data.govData.gov

30303030

Data.govData.gov（続き）（続き）

31313131

「情報管理・発信の基盤」をめぐって「情報管理・発信の基盤」をめぐって

「私企業による基盤」の利用はどこまで正「私企業による基盤」の利用はどこまで正
当化できるか当化できるか
–– 例：例：SNSSNS、、TwitterTwitter、、YouTubeYouTube、クラウド、クラウド……
–– 米国著作権法では「政府情報は著作権の対象外」米国著作権法では「政府情報は著作権の対象外」

「基盤」を担う私企業と、入札をめぐる課題「基盤」を担う私企業と、入札をめぐる課題
–– ERAERA（ロッキード・マーチン社）（ロッキード・マーチン社） vs. vs. FDsysFDsys（ハリス社）（ハリス社）

「一般人によるインターネットアクセス」の保障→「一般人によるインターネットアクセス」の保障→
インターネット回線（特にブロードバンド対応）敷インターネット回線（特にブロードバンド対応）敷
設の課題設の課題

–– 公共図書館が「電子政府アクセス」の場に？公共図書館が「電子政府アクセス」の場に？
32323232

集中的保存システムか、分散的保存集中的保存システムか、分散的保存
システムかシステムか

LOCKSSLOCKSS（（Lots of Copies Keep Stuff SafeLots of Copies Keep Stuff Safe））
の可能性？の可能性？
–– もとは電子ジャーナルの保存のためのしくみもとは電子ジャーナルの保存のためのしくみ

災害等のリスク分散災害等のリスク分散 + + ハッシュ値のチェックによる改ざハッシュ値のチェックによる改ざ
んの防止んの防止

–– 「オープンソフトウェア」の採用「オープンソフトウェア」の採用

–– 政府刊行物、電子政府記録の両方に応用できる政府刊行物、電子政府記録の両方に応用できる
可能性可能性

★詳しくは、記録管理学会研究大会での発表★詳しくは、記録管理学会研究大会での発表
（（5/155/15）で）で……
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まとめと今後の予定まとめと今後の予定

34343434

「電子情報の保存・管理体制をめぐる組「電子情報の保存・管理体制をめぐる組
織的ネットワークとガバナンスの構築」織的ネットワークとガバナンスの構築」

政府機関どうしでの関係政府機関どうしでの関係

政府と、政府の外部との関係政府と、政府の外部との関係

–– 具体的なシステム構築に調達を通じて関与する具体的なシステム構築に調達を通じて関与する
民間企業も含め民間企業も含め

各機関における業務分担や責任範囲の設定各機関における業務分担や責任範囲の設定
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電子化のもとでの「分散化」電子化のもとでの「分散化」

管理・保存・アクセスのしくみの分散化も進む管理・保存・アクセスのしくみの分散化も進む
か？か？

一方で集中が進む可能性も？？一方で集中が進む可能性も？？

–– 情報の生成と保存がより密接に結びつく方向情報の生成と保存がより密接に結びつく方向

「誰がコントロールしているか」（「誰がコントロールしているか」（Jacobs, Jacobs, 
20092009））

36363636

法規定をめぐる課題法規定をめぐる課題

紙の出版物・記録の時代につくられた法規定紙の出版物・記録の時代につくられた法規定
を、電子の時代にあわせて修正できるかを、電子の時代にあわせて修正できるか

議員の理解も必要だが議員の理解も必要だが……
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今後の予定今後の予定

「文書館の論理」と「図書館の論理」がより「文書館の論理」と「図書館の論理」がより
調和した例は？調和した例は？
––アリゾナ州：州立の図書館・文書館・記録管理アリゾナ州：州立の図書館・文書館・記録管理
庁が一体化庁が一体化

→→ 記録管理学会記録管理学会20102010年研究大会で発表年研究大会で発表
（（5/155/15、大阪）、大阪）
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